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● 2015年より文京区根津に

ある築125年と言われる六軒

長屋の一角の空家を借り、地

域サロン「アイソメ」と名付け

て活用を始めた。文京建築会

ユースという有志団体での地

域活動の中で、かつて近隣住

人のサロンであった銭湯に変

わる「地域の居場所」の必要

性を感じていた頃だ。

● 今や暗渠と化した藍染川

の周辺はかつて藍染町と呼ば

れ、「アイソメ」という名はその

旧町名からとった。住人によっ

て構成される藍染町会は、若

手がキーマンとなり新陳代謝

を柔軟に受け入れる体制が築

かれている。私たちはそのよう

な地域に受け入れてもらい、

その関係性の中で場づくりの

機会を持つことができた。

● アイソメは今でも年に一

度、根津神社の例大祭時に

藍染町会の御神酒所となる。

そのため、かねてより地域の

人々の認知度も高く、思い入

れのある場所でもある。その

地域の文脈や役割を引き継

ぎ、日常的に開放することで、

「地域の居場所」として顕在

化させた。

● 3階建ての長屋は1階を地

域サロン、2階に５畳一間の単

身住居とコ・ワーキング、3階を

町会の年中行事の物品等を置

く倉庫として運用している。2

階以上の固定収入により、地

域の方々が活用しやすい低価

格でサロンを貸し出している。

主に日中はコ・ワーキングのメ

ンバーが、夜は住人がアイソ

メの顔となり、地域の一員とし

て関係性を育んでいる。

● サロンには敢えて特別な

用途は設けず、利用者の自由

な発想で使ってもらうよう設定

している（意外とそのような場所が

地域にはない）。町会の会合、保

護者たちの懇親会、特技を活

かした英会話教室、短期のス

タートアップ店舗、趣味の作品

のお披露目…このコロナ禍で

は、近所の子供の勉強部屋と

して使われることもある。開放

された都市の隙間は、暮らし

方や働き方の多様化が加速す

る昨今、利用者の創造力を通

して様々な可能性を生み出し

ている。

● また、アイソメは、藍染大

通りという昔から地域の広場

のように活用されている通り

に面している。アイソメは創建

当初牛乳屋を営み、通りに面

して並ぶ味噌・醤油屋、酒屋、

米屋等と共に商店街を形成し

ていた。通りは、1970年代に

都市部で多く設置された地域

住人によって管理、運用される

「遊戯道路」である。その殆ど

が管理主体を失い形骸化して

いる中で、藍染大通りは今で

も毎日曜日、住人により歩行者

天国として活用される。近所

の高齢者や子供たちが将棋を

打つような日常が展開され、血

縁を超えた地縁の家族が集う

「街のリビング」ともいえる場

所である。

● 更に、通りでは根津の例大

祭は勿論、野外映画祭やマル

シェなど年間を通して様々な

行事が展開される。その際ア

イソメは、電気や水、トイレなど

のインフラを提供し、イベント

の準備や待機など、藍染大通

り活用のためのバックスペー

スとして機能する。元々店舗

兼住宅として道と接続するミ

セ空間を持つアイソメは、時に

通りと一体化し、扉を開けると

ふらりと近所の人々が立ち寄

る銭湯のような場所へと育ち

つつある。

● アイソメは大家さんの意向

もあり、殆ど改修を施さず、最

低限の修繕で活用を開始し

た。建築的な操作としては極

めて控えめだが、地域の文脈

をつなぎとめ、既にあった（が、

途絶えつつある）コモンズを再

生、サポートする場所として重

要な役割を果たしている。連

綿と引き継がれてきた地域コ

ミュニティに、計画者の視点で

入り込むのではなく、そっと寄

り添うかたちでの建築のあり

方を模索している。

［実践1］路上空間の活用拠点｜地域サロン「アイソメ」
栗生はるか｜文京建築会ユース・Mosaic Design Inc.｜HARUKA KURYU | BUNKYO YOUTH, MOSAIC DESIGN INC.

● 食堂付きアパートは、有名

な商店街の近傍に建ち、ちょ

うど商業系地域と住居系地域

の境界に位置する。このアパー

トは、仕事場が内包された5つ

のSOHO住戸、半地下のシェ

アオフィス、そして街路に面し

た小さな食堂という、3つの用

途を融合したものである。どの

用途も私たちが「小さな経済」

とよぶ、個人の仕事や特技を

交換するための場を有し、これ

らが「立体路地」とよぶ外部空

間で相互に密接に関係付けら

れている。

● 立体路地は地下1階から3

階まで、螺旋を描くように展開

する。ここには共用の洗濯機

や菜園、客用トイレが配置され

ているので、日々の生活のな

かで居住者が行き来する（もち

ろん来訪者も）。この過程で、下町

の風情が凝縮されたような移

動体験が得られることを意図

した。前面道路は駅からの人

の流れで賑やかである。その

流れをそっと受け止め、食堂

の前に溜まりをつくるような、

そんな緩い階段から路地は

始まる。1階は隣地の飲み屋が

迫ってくる薄暗い空間であり、

奥の2層吹き抜けには階段が

見える。2階には洗濯機スペー

スがあり、向かいの木造住宅

の物干し場が迫ってくる。3階

に上れば隣家の屋根の上に出

て、開けた場所となるのだが、

ちょっとした菜園もあって、住

人達が相談しながら野菜を育

てている。

● 立体路地は共用廊下と玄

関前テラスを合わせた空間で

あり、その境界には柵を設け

ず、幅が広い。そのため日常的

に仕事道具や植栽などが置か

れている。気候が良いときは

ここから各戸の仕事場の様子

が感じられる。引違い戸をあけ

れば風が入ってくるし、軒が深

いため雨天時もあけやすい。

機能的な理屈だけでなく、心

地よいからという動機を重ね

て、開かれる状態を維持したい

と考えた。

● 竣工して7年経つが、オー

ナーは、仕事場やこの路地が

どう使われるか、という点を重

視して運営してきた。コロナ禍

のさなかである先月、たまたま

2階の住戸に空きが出た。他の

居住者に聞いてみたところ、

オンライン会議のスペースが

欲しいという。あるいはスタッ

フが使えるもう一つの作業場

所が欲しいという。そこで少し

ばかりの利用料を取りながら、

空き住戸を暫定的な用途に利

用し始めた。路地の起点であ

る１階の食堂（コロナ禍の煽りで休

業中）に対しては、コロナ前のこ

とになるが、居住者やシェアオ

フィスの利用者達が3代目の

シェフに手紙を書き、営業時間

やメニューについて要望を伝

えもしていた。

● 立体路地は居住者にとっ

て重要な生活環境なのであ

る。ここは居住者の人となりや

なりわいが手に取るように伝

わる空間であり、そして、皆が

相談しながら使う「気配りの空

間」として育ってきている。そも

そもオーナーは商店街元会長

の息子として、一人ひとりの活

動が街をつくるという信念を

持っている。この立体路地は、

コモンズを再生するような、商

店街から派生した紐状の空間

なのである。

［実践2］「紐」としての立体路地｜食堂付きアパート
仲俊治・宇野悠里｜仲建築設計スタジオ｜TOSHIHARU NAKA, YURI UNO | NAKA ARCHITECTS’ STUDIO

● 下北沢の街並みを引き継ぐ
 新築の商店街

下北沢では、個性豊かな小売

店が連なる路地が形成され

てきた。しかし、近年の賃料高

騰でチェーンが増え、街並み

が失われつつある。地下化し

た小田急線の紐状ともいえ

る線路跡地に建つ「BONUS 

TRACK」は、個人が小商いを

始めやすくし、街並みを引き継

ぐ新築の商店街をつくる計画

である。

● 個人商店が入居しやすい
 区画設定

個人が店舗を構えやすいよう

に、区画面積と賃料をバラン

スさせた結果導かれたのが、

一区画10坪（住戸5坪、店舗5坪）

の兼用住宅である。全体は4

棟の兼用住宅（SOHO棟）と、1

棟の商業施設（中央棟）による

構成。SOHO棟のうち3棟が

このサイズの区画を三つ連ね

た長屋である。中央棟は気積

の異なる区画と共に、共用ギャ

ラリー、トイレ、ゴミ置場などを

持ち兼用住宅側を支援する。

● 49%の余白

職住近接の兼用住宅としたの

は入居しやすいことと共に、入

居者が実際に住んで当事者

意識を持つことが、場所を育

てるからである。兼用住宅とす

れば、住宅地の49%は住宅以

外の機能を持てる。この余白

を活用し、住宅地の環境を作

り替えることができないだろう

か。「BONUS TRACK」は、近

隣の空家活用の手本としても

位置付けられている。

● 改変を促す設えと仕組み

入居者が手を加え、育てる場

所とするために、改変を加え

やすい設えと、仕組みをつくっ

た。片流屋根の組み合せや分

節された外壁、軸組現しの内

部など、建築は個々で完結しな

いように計画。更に仕上げを変

えられる外壁や庇、基礎の跳

ね出しなどの要素を散りばめ、

内装監理という立場で、改変

方法を入居者に示し、改変を

促すエリアマネジメントをした。

● 住宅地の中の雑木林

不足している緑が地域から求

められた。そこで雑木林の商

店街をコンセプトにした。外部

にはリースラインをなくし、各

店舗が自由に家具を設置でき

る。入居者にとっては小さな内

部を補完する庭であり、地域

にとっては公園のような役割

も持つ。

● アフターコロナの都市空間

通勤・通学を前提としたベッド

タウンとオフィス街、床効率を

追求する商業ビルなど、機能

を分け経済性を追求した近代

都市はコロナで機能不全に

陥った。竣工と緊急事態宣言

が重なり、職住近接、外部活用

を目指したこの施設は、店舗

毎の判断で徐々にオープンで

きた。生活様式が見直される

と、終息後には都市機能の再

配分が加速する。都市を形作

るインフラや、その副産物で

ある線路際や線路跡地、高架

下といった紐状空間の活用方

法が変わるだろう。「BONUS 

TRACK」は、その空間的可能

性を示すこととなった。

［実践3］紐状空間に作る新築の商店街｜下北線路街BONUS TRACK
山道拓人＋千葉元生＋西川日満里｜ツバメアーキテクツ｜TAKUTO SANDO, MOTOO CHIBA,

新しく登場する建築家たち
［実践編］イントロダクション

小嶋一浩が「大きな矢印から小さな矢印の群れへ」というダイアグラム

を示して、大きな矢印に「20世紀的」、小さな矢印の群れに「21世紀的」と説

明を付けていた。確かに今、社会・経済・建築や都市・環境、あらゆる領域で

多様な方向性を示しながら小さな矢印の群れへ向かうことが観察できる。

20世紀の都市は社会活動を構造化するハードウエアとして構想され

てきた。ル・コルビュジエの「輝く都市」「チャンディーガル」、ブラジルの都市計

画家ルシオ・コスタとオスカー・ニーマイヤーの「ブラジリア」、丹下健三の「東

京計画1960」など、それは大きな矢印のようにユートピアとしての都市がプ

レゼンテーションされていた。しかし、世界の都市は経済活動のための同じ

ような「現代都市」に改変され、不動産商品としての建築物の集積場となっ

てしまった。

槇文彦の「漂うモダニズム」という論考に、グローバリズム以降の建築

家の職能のあり様を「軍隊」と「民兵」という言葉で表現しているが、現代の

日本では経済活動の開発に携わる「軍隊」と、生活を支える空間にかかわる

「民兵」に切り分けられているようである。それだけ社会構造が分かれてし

まったということなのだ。そんなことに気付かされたのは2013年に宮崎晃

吉が発表したHAGISOである。自らが住んでいたアパートを借り受け「最小

文化複合施設」として再生するというプロジェクトなのだが、それは自らがク

ライアントでありプロデューサーであり、事業を継続するマネージャーである

という建築家の登場であった。そこでは余剰の資金を持たず切実な建築行

為として社会に働きかけていた。そして今、同じように感性の強い若手建築

家がこの領域に参入している。都市の主人公はその住人であり、その都市を

つくる主体が変わりつつある。もはや投資家や資本家に答えるだけの建築

家ではなくなることを示している。

山本理顕が「Local Republic Award」という顕彰事業を始めている

が、地域社会に貢献する事業を探し出して顕彰しようとするものである。そ

こにはこれまでの建築家という職能を超えていく人々や組織が登場してい

る。空間という言語を使って社会に働きかける新しい建築家の登場、それは

「軍隊は命令に従うだけで思想がないが、民兵は自分のアタマで考えて行動

する。」ということを示している。「コモンズを再生する東京」に登場していただ

く建築家たちは皆、新しい建築家に属する。2014年に発表された仲俊治た

ちの「食堂付きアパート」は共同性をサポートする新しい都市の建築タイポロ

ジー。2015年に始まった栗生はるかたちの「アイソメ」はコモンズをサポート

する新しい建築表現。そして、2020年に竣工した山道拓人たちの「BONUS 

TRACK」は地域を支える新しいコモンズとしての商業を示している。これは

社会で承認され、都市づくりの中心になる先駆けなのかもしれない。

槇文彦は、これから先の希望として「共感のヒューマニズム」というキー

ワードと、「アナザーユートピア」というアイデアを示している。アナザーユート

ピアは、居住都市の都市組織となる、新しい共同体をサポートする空間であ

る。新しく登場する建築家たちはそのための建築類型を探求しているのだ。
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事業主 小田急電鉄
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20世紀的 21世紀的

「コモンズの再生」の最前線

地域をつなぐ最小文化複合施設
 「HAGISO」
設計 宮崎晃吉（HAGI STUDIO）

事業者 HAGI STUDIO
運営 HAGI STUDIO
所在地 東京都台東区谷中

古い躯体を生かして作る
東京都心の地域拠点
 「ミナガワビレッジ」
設計 神本豊秋＋再生建築研究所
事業者 大一
運営 再生建築研究所
所在地 東京都渋谷区神宮前

郊外における仕事を介した
新しい場の創出
 「富士見台トンネル」
設計 能作淳平（ノウサクジュンペイアーキテクツ）
事業者 能作淳平
運営 能作淳平
所在地 東京都国立市

住まいと農業を絡めたネットワーク
 「ワカミヤハイツ─あだち農まちプロジェクト」
設計 落合正行＋PEA...／落合建築設計事務所
事業者 個人 
運営 オーナー＋入居者
所在地 東京都足立区西新井

職住融合型集合住宅による
コモンズの創出
 「欅の音terrace」
設計 つばめ舎建築設計＋スタジオ伝伝
事業者 佳那栄商事
運営 つばめ舎建築設計および入居者による
自主管理｜所在地 東京都練馬区桜台

歴史を活かした持続可能な
コモンズ再生拠点
 「板五米店」
設計 アルセッド建築研究所
事業者 仲宿商店街振興組合
企画運営 （株）向こう三軒両隣
所在地 東京都板橋区仲宿

家守型のエリアリノベーション
 「co-toiro iwabuchi」
設計 建築／金山了輔、インテリア／織戸龍也
事業者 株式会社 岩淵家守舎
運営 株式会社 岩淵家守舎
所在地 東京都北区岩淵町

地域産業のハブの創出 
 「KOCA」
設計 ＠カマタ（本体工事デザイン監修及び内装
及び屋外什器設備）＋馬淵建設（本体工事設計）
事業者 ＠カマタ
運営 ＠カマタ
所在地 東京都大田区大森西

都市内農業と本屋を組み合わせた 
コモンズの創出
 「東久留米タルキプロジェクト」
設計 IN STUDIO（小笹泉＋奥村直子）
事業者 奈良山園
運営 奈良山園
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既存オフィスのピロティが内と外をつなぐ

街区の内側にある中庭で視界が開け、集いの場になる

裏だった場所が表になると、道の使われ方も変化する

 ［実践編］
● 未来の東京という都市に

ついて、法政大学の都市デザ

インスタジオで研究を続けて

いる。東京の23区には1,771の

商店街があるが、その商店街

を抱き込む生活圏を構想し、

そのなかに都市におけるコモ

ンズ再生の可能性を検討し

ている。この都市デザインス

タジオでの試算であるが、23

区内の商店街の総延長は約

640kmあって、商店街の道路

を廃道にして歩行者モールと

すれば約3,2km2の歩行者空

間が生まれる。これは皇居の

面積の約1,5倍の広さである。

商店街は、まるで地図の上に

紐をばらまいたように東京の

都市内にかなり均等に分布し

ているのであるが、それは、商

店街が日常の買い回りなので

商店街を中心とする生活圏が

存在していることを示してい

る。商店街の商圏を500mと

すると東京23区の全域をほぼ

カバーする。なので、東京に住

む人は誰もいずれかの商店街

に帰属しているという感覚を

持っているのではないかと思

う。商店街に共有の居場所で

あると感じられる空間が用意

され、たとえば顔見知りの店

主をハブに人々が交歓できる

場がいくつも生まれれば、そ

こにコモンズを再生する可能

性がある。

● 提案する商店街は歩行者

モールとした両側町で、店前空

間には商品がはみ出ることが

許され、道には一坪ショップの

ワゴンやテーブル・イスが置か

れ、近くの食堂の天蓋付きの

ダイニングスペースとなる。空

き店舗は「町の道具箱」となり、

共同キッチンや子ども食堂、障

碍者施設や高齢者のための

公共サービス施設が設けられ

る。各店舗に本棚を設け、そこ

に店舗に関係する本が置いて

あるようなリトルライブラリー

ネットワークもできる。商店の2

階にある空き室には学生が勉

強するためのラーニングコモ

ンのラウンジのようなスペース

や、もちろんコミュニティオフィ

スとしてのコワーキングスペー

スが設けられる【阿佐ヶ谷パー

ルセンター】。さらに、商店街は

人の往来に関わるためその考

察が行われる。自転車でのア

クセスをよくするネットワーク

や、歩行者モールの道をさらに

「庭化（コモン化）」する提案【資

料館通り】。そこではアスファ

ルトを剥して大きな樹木を植え

ることも提案できる。道のコモ

ン化はライジングボラードや、

場合によっては江戸時代の木

戸番のようにゲートを設ける提

案【仲宿商店街】や、民家の敷

地の庭を開いて歩行者ネット

ワークというコモン化の提案

もある【練馬区桜台】。【日本橋

浜町】では60間街区の中央に

あるアンコの部分に共有地を

豊かに抱き込む新しい建築の

型式も発見されている。

● このように生活圏のなかに

コモンズを再編すれば近隣に

包容力のある場を提供するこ

とができる。かつてベンヤミン

がパッサージュ（パリのガラス屋

根付き商店街）を「ユートピア共同

体の推進力である」としたよう

に、この提案は東京という都

市においてコモンズ再生の推

進力となるかもしれない。

● 江東区は庭がない住戸が

多く、自転車や植木鉢を置く

など庭の要素が道にはみ出

すようなふるまいが多くみら

れる。それを、個人による道の

“庭化”とする。敷地となる深

川資料館通りも植木鉢がは

み出し、商店街全体を庭のよ

うに使用していた。そんな表

の商店街は週に１度ほど訪れ

る店が多いのに対し、裏道に

は八百屋など日常に使う店が

点々としている。私たちは裏

道にある店を買い回りの商店

街と位置付け、庭化を侵食さ

せることで周辺住民の交流の

きっかけにしようと考えた。

● 現在の商店街の表通りや

裏道に現れている庭化の片鱗

を抽出し言語化していき、それ

らを裏道にできる拠点となる

場所の建築に要素として組み

込んだ。

● 今すでに存在している庭化

を認識し、またそれらがより激

しく起こるようにそれぞれ5つ

の敷地の特徴に合うものを組

み込んだ。そうすることで、裏

道全体が庭のような人の居場

所になり「個人の庭化」から「み

んなの庭化（コモン化）」への触

発が起こることを目指した。

［実践4-1］ 歩行者空間のコモンネットワーク
大岡雄太／栗林太地

［実践4］商店街を抱き込む生活圏
法政大学大学院｜都市デザインスタジオ2020｜HOSEI UNIVERSITY | URBAN DESIGN STUDIO 2020

［実践4-2］ 路地の「庭化（コモン化）」
鈴木真優／池内真奈

［実践4-3］ ポーラスな街区型建築
木寺紫野／西牧菜々子

［実践4-4］ インテリア化する道
細田賢／濱野開登／木伏菜 ／々佐藤弥優

［実践4-5］ 住宅地の庭ネットワーク
関駿介／森谷薫平

● このストリートファニチャー

はベンチ、机、棚や看板、小さ

な屋台などで、周辺の活動に

合わせて設置する。例えば近

くの保育園の送り迎えの時間

帯のみ前の道路を駐輪スペー

スとしたり、日曜日に出張カフェ

のようなもので道路に屋台を

出したりすることができる。地

域の中からこの可動式の装置

を動かす「木戸番」となる人を

決めることにする。臨機応変

に、必要な時に地域のコモン

空間が生まれる環境を作り出

す提案である。

● プロジェクトは空き家のリノ

ベーションと公園活用で構成

され、シェアハウス、パン屋、休

憩所、シェアオフィスを提案す

る。ここには商店街における

人の居場所がある。

● 商店街のマッピングから板

橋区の仲宿商店街、板橋不動

通り商店街を選択した。この場

所は宿場町のあった場所で、

短冊状の敷地が路地空間を作

り出している。路地には車の侵

入をコントロールする可動式

の装置があり、その移動で道

路が歩行者空間化する。その

ネットワークの形は時間によっ

て様々な形に変容する。その

ネットワークはさらに展開する

可能性を持っている。

● 阿佐ヶ谷パールセンターは

東京都で42ヵ所残っている

アーケードが架けられた商店

街のひとつである。都市の中で

大きなルーフが掛けられた通

りは、外部でもなく内部でもな

い不思議な都市のホワイエの

ような空間である。屋根の下の

歩行者専用の両側町は内部

化された空間独特のふるまい

が生まれる。店先の商品は通り

にはみ出し、ストリートファニ

チャーがのんびりと置かれる。

歩行者のスピードは緩やかに

なり、気ままな歩みを進めた

り、立ち止まったりする。それが

人々に親密な感覚を与える。

アーケード商店街は東京にお

いてコモンズ再生の推進力に

なるのだ。

● この商店街には空き店舗

や2階部分に空室など空きス

ペースが存在するが、それは新

たな利用を受け入れる可能性

をもつと考えている。アーケー

ド空間に人々のふるまいを誘

導する小さな都市エレメント

を配置し、空きスペースには日

常も活動する新しい地域の生

活圏に対応するコワーキング

スペースや小さなライブラリー

などの「結び目」を設ける。この

「結び目」により人々は商店街

と紐付いた新しい生活を送る

ことができるようになり、さら

にそれらを起点に人々の活動

はアーケードにはみ出しコモン

ズを再生していく。

● 都心近郊の東京都練馬区

桜台地区において空き家と周

辺敷地を活用し地域に開かれ

たコモンズのネットワークを計

画する。1970年代に開発され

た近郊住宅地は高齢化が進

み空き家も増加しつつあり、都

心に通勤していた人達が定年

後地域で過ごす中でコミュニ

ティの希薄化が見られる。第一

種住居専用地域であるが、床

面積1/2かつ50m2以下であ

れば商業などの用途を設ける

ことができる。

● そこで、空き家を活用し1階

を地域に開き、起業をしたい

シニア、地域住民が気軽にミ

セを営んだり、習い事の教室

を開ける場を提供し、アパート

の活用ではSOHOとして職住

近接の空間を実現していく。近

隣の利用や、テレワークが進

み住居近くで仕事する人が増

えている中で需要が想定でき

る。また隣接した敷地から隙間

の空間の借地権を購入し、抜

け道をつなぎ合わせて歩行者

ネットワークを形成する。この

操作で使える通路が増え、防

犯などのメリットを得られる。

● このような都心近郊住宅

地は遍在し共通した課題を抱

えている。そこに新しいオープ

ンスペースのタイポロジーが提

案でき、この空間の存在によっ

てコモンズが再生されるのだ。
［紐マップ］ 商店街のプロット
まるで紐をばらまいたように均等に分布している

● 東京都中央区日本橋浜町・

人形町は、一定の大きさの街

区がグリッド状になっている町

である。このグリッド状の街区

には細い路地が入り組んでお

り、街区の内側にも店の入口が

あったり、住人たちが並べた植

木があったりと、街区の外側と

は異なるより親密な生活風景

がある。ここに、外部空間を巻

き込んだポーラスな街区型建

築を提案する。

● 建物の通り抜けによって複

数の動線が交じわる。路地の

入口ではビルによって細長に

切り取られた風景が、奥に進

んでいくにつれてだんだん空

が広がってくる。裏側としてあっ

た「内側」が表側に反転する

ことで、路地の在り方が変化

する。このような地域から発見

した要素を用いて、学童やダ

ンススタジオ、アトリエギャラ

リーなど、地域のための建築

を計画する。

● ここには大通りに面したつ

るんとした「ガワ」とは対比的

な、襞をもった「アン」が存在

する。街区の内側にこそ、生活

者に開かれた空間があるので

はないか。

街区ごとに路地の通り方、「アン」の在り方は様々である

オフィス

屋上テラス

学童

音楽スタジオ

アトリエ&ギャラリー

弁当屋

ダンススタジオ
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